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解説：
　高い彩度から低い彩度、そして逆の色相の高い彩度へと連続的に彩度が変化する色パターンに対して、彩度が変化する方向に追従眼球運動すると、彩度の低い部分の色相が中心視の色相に偏って知覚される。

　この現象は基本的に色対比（色相対比）のバリエーションであると考えられるが、古典的な色相対比とは明らかに異なる特徴がある。
１）古典的な色対比においては誘導領域・テスト領域の色がそれぞれ一様であるが、この錯視では両者ともグラデーションパターンとなっている。
２）テスト領域の両側に異なる色相の誘導領域を配置することによって、目を向ける場所を変えることで同一のテスト領域が異なる色相に知覚される。しかし、誘導領域・テスト領域がグラデーションではなく一様な色相である場合には、色の見えの変化は起こらない。これは、グラデーションのような視野上の局所の色を決定しにくい状況下において、視覚系が周辺の色を積極的に手がかりにして局所の色を決定しようとするために、対比効果が増幅されるためであると考えられる。
３）色対比において一般的に知られるキルシュマンの法則では、誘導領域に対してテスト領域が小さいほど起こりやすいとされているが (Graham & Brown, 1965)、この錯視のテスト領域（色相が変わって見える領域）はかなり大きいにもかかわらず色の見えの変化は頑健に生じる。
[bookmark: _GoBack]
　またこの現象は輝度グラデーションパターンにおける明度対比でも同様に生じる。
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